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授業外学習 テキスト、教材

参考書 受講生へのメッセージ

学習意欲、自分で考えることを重視します。期末試験とし
てレポートを提出。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

30 20 50

第14回

第15回

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

松下村塾

安政の五カ国条約

第11回

第12回

第13回

享保の改革

長州藩、吉田松陰誕生

開国

第8回

第9回

第10回

鎌倉幕府の滅亡

ヨーロッパ人の東アジア進出、桃山文化

江戸幕府の成立～元禄文化

第5回

第6回

第7回

平安京、国際関係の変化

国文学、源氏の進出

荘園制度

第2回

第3回

第4回

小国の分立、ヤマト政権

飛鳥文化、律令制

遣唐使、天平文化

授業概要

到達目標

授業計画

第1回

アジアの中で最も早く近代化を成し遂げたとされるのが日本である。どのように国の形を造ってきたのか、他のアジア諸国と
どのように交わってきたのかを古代から概観し、明治維新を頂点とする歴史の軌跡をたどり、考えたい。

日本の歴史、文化を出来るだけ学び、理解する。

日本列島と日本人

授業形態 講義 授業形式 履修形態 選択

担当教員名 一坂　太郎 年度 平成28年度

基準年次 1年次 開講期 前期 単位数 2

・『詳説日本史図録』山川出版社　848円
・『これだけは知っておきたい幕末・維新』一坂太郎
　朝日新聞出版　1400円（税抜）

日本を知り、日本を楽しみましょう。そして今日に至った課程を学
び、考えましょう。

Japan modern dawn history Ⅰ

至誠館大学

科目名 日本近代黎明史Ⅰ コード

英語表記


